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尾鷲ヒノキの特長
温暖な気候と密植・多間伐という施業により、
年輪が緻密で、油脂分に富み、強度・耐朽性が
ある。また赤みを帯びた光沢は、その木肌を美
しく見せる。

尾鷲ヒノキの産地
三重県尾鷲市・紀北町

尾鷲ヒノキと熊野古道(世界遺産） 海と隣接する林業地

125年生のヒノキ

環境保全に配慮した森林管理
尾鷲・紀北地域は、責任ある森林経営を実現するた
めに日本で初めてFSC®認証を取得した地域です。
※FSC®認証とは環境・社会・経済の点から見て適切
な管理がなされている森林の認証



• 「尾鷲ヒノキ」ブランド認定要綱作成や「尾鷲ヒ
ノキ」ブランドマークの作成などブランド力強化
の取組実施(県内外でのPR展示、製品市等)
（H28：5回→H30：15回）

• 公有林の主伐促進による尾鷲原木市場への木材安
定供給
（H28：13,000m3/年→H29：13,500m3/年）

• 公共建築物や住宅への木材の率先利用
（住宅21棟、公共施設７施設)

• 木材を有効に活用するための中間土場の整備
（H28：0箇所→H29～R2：3箇所）

▌知識・技術の継承 ▌地域との連携▌尾鷲ヒノキの需給拡大

日本農業遺産認定後の主な取組状況

伝統技術の継承と後継者育成尾鷲ヒノキの付加価値向上・供給体制強化 地元の人・文化・自然とのつながり

• FSC認証森林の増加による生物多様性の確保
（H28：4,477ha→R2:9,708ha）

• 小学生向けた伝統的尾鷲ヒノキ林業の森林教育
（H28：4校67名→R1：8校79名）

• 間伐材等のアオリイカの産卵床への有効活用
（H29～R2：61箇所)

• 尾鷲ヒノキをフィールドとした観光イベント
（H28：562名→H30：711名）

• 木と触れ合う機会（クッブ競技）の確保
（H28：0名→H29～R2：500名）

• PR用のパンフレットやWEBサイトの作成
（H28：0件→H29～R2：5件）

• 尾鷲ヒノキ林業の普及・啓発に向けたモデル
林の整備
（H28：0ha→R2：5.53ha）

• 優良なヒノキ苗の生産体制の強化
（H28：11,310本→H30：30,000本）

• 伝統的全幹集材のための技術講習会
（H28：0回→H29～R2：4回）

• 日本農業遺産「尾鷲ヒノキ林業」マニュアル
（H30作成）

• 「尾鷲ヒノキ林業」シンポジウムの開催
（H28：0回→H29～R2：4回）

「尾鷲ヒノキ」
ブランドマーク

公共建築物
（尾鷲市役所）

木質化の
実施

福祉関係者と連携した苗木生産

アオリイカの産卵床への間伐材等の利用

尾鷲ヒノキ
林業

マニュアル

熊野古道等をフィールドとした観光イベントの実施




